
の
？
」
と
面
食
ら
い
ま
す
よ
ね
。

　

実
は
、
こ
の
問
題
が
求
め
て
い
る
の
は
、
初
め
て
（
未

知
）
の
患
者
を
前
に
し
た
と
き
、
医
師
と
し
て
、
そ
の
患

者
が
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
を
見
極
め
る
（
全
体
の
物
語

を
と
ら
え
る
）
力
で
す
。
突
如
、
目
の
前
に
現
れ
た
未
知

の
状
況
に
対
し
て
「
ど
う
考
え
、
ど
う
判
断
し
、
ど
う
表

現
す
る
か
」
を
受
験
生
に
問
う
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
次
の
①
〜
⑤
の
「
思
考
プ
ロ
セ
ス
」
で

考
え
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
正
解
が
ひ
と
つ
で
は
な

い
記
述
式
問
題
や
小
論
文
な
ど
、
未
知
の
課
題
に
直
面
し

た
と
き
の
「
思
考
プ
ロ
セ
ス
」
で
す
。

未来からの留学生を迎えるにあたって
～これから求められる教育とは～

コレだけは知っておきたい！　教育NEWS

未来志向の学力を

先
行
き
が
見
え
な
い
今
、

未
知
の
状
況
に
対
応
で
き
る
か
？

　

２
０
２
０
年
は
、
教
育
改
革
元
年
と
も
い
え
る
年
で
し

た
。
教
育
の
現
状
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
．
小
学
校
で
新
学
習
指
導
要
領
ス
タ
ー
ト

・
外
国
語
教
育
の
拡
充
（
小
３
・
小
４
は
外
国
語
活
動
、

小
５
・
小
６
は
教
科
に
）

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
導
入

２
．
大
学
入
試
が
大
き
く
変
わ
る

・
セ
ン
タ
ー
試
験
が
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に

・
Ａ
Ｏ
入
試
が
学
力
重
視
の
「
総
合
型
選
抜
」
に

３
．「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
推
進

・
パ
ソ
コ
ン
or
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
一
人
一
台
に

　

新
学
習
指
導
要
領
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
社
会
の
変
化

に
対
応
し
た
教
育
に
す
る
た
め
に
、
未
知
の
状
況
に
も
対

応
で
き
る
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
育
成
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
今
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
知

の
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
に
も
大
人
に
も
「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」
を
駆
使
し
た
対
応
が
迫
ら
れ
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
新
学
習
指
導
要
領
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
反
映
し
た
よ

う
な
問
題
は
、
既
に
５
〜
６
年
前
か
ら
入
試
で
出
題
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
次
の
問
題
で
す
。

　

写
真
だ
け
で
、
文
章
も
資
料
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
き
な

り
こ
ん
な
問
題
が
出
た
ら
「
え
っ
？　

何
を
書
け
ば
い
い

「
子
ど
も
は
み
ん
な
未
来
か
ら
の
留
学
生
」
と
語
る
石

川
一
郎
さ
ん
。
Ａ
Ｉ
が
進
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
加
速
す
る
今
「
求
め
ら
れ
る
教
育
」
と
は
？

「
保
護
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
と
は
？　

長
年
、
中

高
で
教
壇
に
立
ち
、
校
長
や
学
院
長
を
歴
任
し
て
き
た

石
川
さ
ん
に
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イマ
どき

聖ドミニコ学園カリキュラムマネージャ
ー。21世紀型教育機構理事。1962年
東京都生まれ。早稲田大学教育学部社
会学科地理歴史専修卒業。30年にわた
り中高の現場で教鞭をとり、かえつ有明
中・高等学校校長、香里ヌヴェール学
院学院長を務めたあと、現職。著書に
『2020年の大学入試問題』（講談社現
代新書）、『学校の大問題　これからの「教
育リスク」を考える』（SB新書）など。

保護者のみなさまへ

石
川
一
郎
さ
ん

お話してくださったのは……
未知の課題に対する「思考のプロセス」
違和感・
直感

観察

全体構想

表現

共有

【問題】もし、地球が東から西に自転したとし
たら、世界は現状とどのように異なっていたと
考えられるか、いくつかの視点から考察せよ。
（2014年度、東京大学理科Ⅰ類 外国学校卒業生特別選考 小論文問題より）

「クリティカル・シンキング」「仮説
思考」「クリエイティブ・シンキング」
が求められる問題。“単元テストが
済んだら終わり”という学び方では
対処できない。アタマの中の理科や
社会などの「知識」と、カラダの中
の「経験」をベースに考える。「思
いつき」「ひらめき」も重要。

初見の「なに、これ？」という「違和感」や「直
感」を振り出しに考える。「違和感」や「直感」
は探求の原動力。これを大切にしなければ学力
は伸びない。

細部までこまかくみる。理科の「観察」だけで
なく、国語の文章読解、算数や数学の文章題も、
こまかく読み込むという意味での「観察」。非
常に大切な能力。

「違和感」を起点として、「観察」で発見した
ことを材料に、物語（ストーリー）をつくる。
全体を俯瞰して考える「鳥の目」と、細部を見
て考える「アリの目」の両方が必要。「木を見
て森を見る」思考。

物語を言語化する。言葉だけでなく、図、絵、
音楽、数式も表現。最適な方法で表現する。

４の物語を伝えたとき、相手がどう反応するか。
一方通行ではないコミュニケーション。

こんな問題、どう解答しますか？

1

2

3

4
5

【
問
題
】（
１
枚
の
カ
ラ
ー
写
真
が
示
さ
れ
）
キ
ン
グ
ス

ク
ロ
ス
駅
の
写
真
で
す
。
あ
な
た
の
感
じ
る
と
こ
ろ
を

８
０
０
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。（
２
０
１
５
年
度
、

順
天
堂
大
学
医
学
部
２
次
試
験　

小
論
文
問
題
よ
り
）
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思
考
力
を
高
め
る
の
は

わ
が
家
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
!?

　
「
学
習
指
導
要
領
が
変
わ
っ
た
、
入
試
が
変
わ
っ
た
。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
重
要
な
の
は
わ
か
っ
た
。

で
も
、
ど
う
や
っ
て
測
る
の
？　

ど
う
や
っ
て
身
に
つ
け

れ
ば
い
い
の
？
」
と
疑
問
が
わ
き
ま
す
よ
ね
。

　
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
測
る
指
標
と
し
て
、

首
都
圏
中
学
模
試
セ
ン
タ
ー
は
『
思
考
コ
ー
ド
』
を
開
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
問
題
が
求
め
る
学
力
の
レ
ベ

ル
を
９
つ
の
指
標
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
（
コ
レ
イ
マ
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
参
照
）。

　

こ
れ
に
先
立
つ
も
の
と
し
て
、
約
70
年
前
に
ア
メ
リ
カ

の
教
育
学
者
、
ブ
ル
ー
ム
が
作
っ
た
ブ
ル
ー
ム
・
タ
キ
ソ

ノ
ミ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
学
力
の
３
要
素
を
加
え
て

み
ま
し
た
。
次
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。

な
い
「
高
次
思
考
」
で
す
。
物
事
を
俯
瞰
し
て
全
体
像
を

つ
か
む
と
い
っ
た
思
考
は
、
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、「
わ
が
家
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
材
料
も
作
り
方
も
、
ル
ー
の
箱
の
レ
シ

ピ
ど
お
り
だ
っ
た
ら
「
低
次
思
考
」
で
す
。

　

で
も
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
目
的
は
、
家
族
が
幸
せ

に
な
る
た
め
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
材
料
も
作
り
方
も

隠
し
味
も
家
族
好
み
に
工
夫
し
ま
す
。
こ
れ
が
「
高
次
思

考
」。
基
本
の
材
料
や
作
り
方（
知

識
・
技
能
）
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

出
来
上
が
り
（
全
体
像
・
創
造
物
）

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
ア
レ
ン

ジ
（
編
集
）
す
る
。「
わ
が
家
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
か
ら
で
い
い
の

で
「
高
次
思
考
」
を
意
識
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

考
え
る
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

保
護
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

●
わ
が
子
に
最
適
な
学
習
環
境
を
選
ぶ

　

塾
や
学
校
な
ど
、
わ
が
子
に
合
っ
た
学
習
環
境
を
選
ぶ

の
は
保
護
者
の
責
任
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
「
自
分

で
学
ぶ
」
方
向
に
も
っ
て
い
く
。
一
方
的
に
「
勉
強
し
な

さ
い
！
」
と
言
う
だ
け
の
「
や
れ
↓
や
ら
さ
れ
る
」
の
関

係
は
長
続
き
せ
ず
、
子
ど
も
は
「
で
き
る
／
で
き
な
い
」

に
し
か
興
味
を
持
た
な
く
な
る
ん
で
す
ね
。

　
〝
新
し
い
こ
と
を
学
び
た
い
〞〝
も
っ
と
深
く
調
べ
た
い
〞

と
い
っ
た
「
学
問
」
へ
の
意
識
を
、
保
護
者
が
持
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●
５
Ｗ
１
Ｈ
の
「
問
い
」
で
広
げ
る

　

Ｗ
ｈ
ｅ
ｎ（
い
つ
？
）
Ｗ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ（
ど
こ
？
）
Ｗ
ｈ
ｏ

（
だ
れ
？
）
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
（
な
に
？
）
Ｗ
ｈ
ｙ
（
な
ぜ
？
）

Ｈ
ｏ
ｗ
（
ど
う
や
っ
て
？
）
の
質
問
で
、
子
ど
も
の
学
び

を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
最
強
の
質
問
は「
Ｗ
ｈ
ｙ
」と「
Ｈ

ｏ
ｗ
」
で
す
。「
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
？
」「
ど
う
や
っ
て

作
っ
た
の
？
」
と
問
い
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
し
た
の
？　

ダ
メ
じ
ゃ

【編集後記】
ＮＥＡ（教育アライアンスネットワーク）が主催した保護者向け「教育セミナー」
より、石川一郎さんのお話をダイジェストでご紹介しました。世の中が大きく変
わろうとしている今、日本の未来を拓く子どもたちを育てるために、何を考え、
何をしていくべきかを、ＮＥＡは、保護者のみなさんと一緒に考えていきます。

～保護者からの
質問にお答えします～

小学校低学年の子どもに「思考力・
判断力・表現力」を身につけるには？
小学校低学年のうちは「思考力・表
現力」重視でいいと思います。もっ

とも難しいのが「判断力」。「どれがいい
と思う？」と質問ばかりしていると、忖
度や思いつきで答えるようになってしま
います。間違いを修正したり、無理に判
断を求めたりしないことが大切です。

英語やフランス語を学ぶ意義は？ 
外国語を学ぶ意義は、その言語を使
う人々の文化や概念をも学ぶこと。

たとえばフランス人は、「Non」と否定
したところから話を始めます。「多様性」
「多文化共生」の視点で、自分が知らな
かったことを知るチャンネルとしての外
国語なんですね。ただ話せるだけでなく、
議論できる、コミュニケーションできる
レベルまで目指してほしいと思います。

今、求められる保護者の役割は？
保護者の役割は、子どもを愛するこ
と、最後の防波堤となること。そし

て、子どもに「あなたはあなたでいい」
という「自己肯定感」を持たせ、高めて
いくことだと思います。

Q.

Q.

Q.

A.

A.

A.

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
教
育
は
①
〜
③
を
重
視
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
欧
米
で
は
④
〜
⑥
の
育
成
を
目
指
し
、
特

に
⑥
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ
を
重
視
。
今
後
、

日
本
の
教
育
も
こ
の
傾
向
が
強
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
「
低
次
思
考
」
と
は
、
正
解
が
あ
る
問
題
に
正
し
く
答

え
る
、
正
確
に
物
事
を
再
現
し
処
理
す
る
、
デ
ー
タ
を
集

め
る
と
い
っ
た
思
考
で
、「
記
憶
」「
理
解
」「
適
用
」
に

あ
た
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
得
意
な
分
野
で
す
。

　

し
か
し
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
「
分
析
」「
評
価
」
し
、
新

し
い
こ
と
を
ど
う
「
創
造
」
す
る
か
は
、人
間
に
し
か
で
き

な
い
！
」「
ど
う
や
っ
た
ら
そ
ん
な
ふ
う
に
な
る
の
？　

信
じ
ら
れ
な
い
！
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
使
い
方
は
Ｎ
Ｇ
。

こ
う
い
う
聞
き
方
（
お
説
教
）
を
す
る
と
、
子
ど
も
は
忖

度
し
て
保
護
者
が
喜
ぶ
こ
と
し
か
言
わ
な
く
な
っ
た
り
、

何
も
話
さ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
で
は
「
高
次
思

考
」
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

●
「
逆
算
型
」
か
ら
「
拡
張
型
」
へ

　
「
あ
な
た
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
勉
強
し
な
さ
い
」
と

い
う
「
逆
算
型
」
は
、
今
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

よ
り
も
、
発
想
・
思
い
つ
き
・
違
和
感
を
「
問
い
」
で
広

げ
て
い
く
、
気
に
な
る
こ
と
・
熱
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら

引
き
出
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
「
拡
張
型
」
の
働
き
か
け

が
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
で
は
重
要
で
す
。

　

と
は
い
っ
て
も
、
親
子
だ
と
限
界
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

塾
や
学
校
な
ど
、
他
人
の
手
を
借
り
た
ほ
う
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
保
護
者
は
安
全
・
安
心
の
基
地
と
し
て
、
子
ど

も
と
の
「
対
話
」
に
重
き
を
お
く
と
い
い
で
す
ね
。

●
安
心
し
て
「
試
行
錯
誤
」
が
で
き
る
よ
う
に

　

算
数
や
数
学
で
〝
答
え
を
求
め
て
一
直
線
〞
で
は
な
く
、

迷
い
に
迷
っ
て
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
く
り
返
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
子
ど
も
は
み
ん
な「
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
い
う
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
安
心

し
て
「
試
行
錯
誤
」
が
で
き
る
よ
う
に
。
音
楽
、
美
術
、

体
育
な
ど
の
創
作
や
表
現
も
役
に
立
ち
ま
す
。
入
り
口
は

ど
こ
か
ら
で
も
い
い
。
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
は
そ
う
い

う
大
ら
か
さ
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

タキソノミーと学力の３要素

❶知識

❷理解

❸応用

❹論理的思考

❺批判的思考

❻創造的思考

低次思考
（ＬＯＴ…Lower Order Thinking）

知識
技能

思考力
判断力
表現力

思考力
判断力
表現力

（未知の状況
に対応）

高次思考
（ＨＯＴ…Higher Order Thinking）

イ
ン
プ
ッ
ト

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

教えて、
石川先生！


